
 

 

 

 

 

 

マラソン大会 

｢今年は新記録を出すぞ！」 

今、ぼくはこう思っている

が、少しかぜぎみで、それ

に、新記録をぜったいにだ

したいというプレッシャー

で、３キロ走りきれるか 

とても不安だ。 

「いちについて、パン。」 

３・４年生が走り出して行

く。そろそろ出番で、ます

ますきんちょうしてきた。

３・４年生がもどってくる。

ついに出番だ。心ぞうが高

鳴っている。 

「いちについて、パン。」 

ついにスタートした。きん

ちょうがいっきになくなっ

た。今まで練習してきたか

ら、自分のペースで行けば

大じょうぶだと思ったから

だ。それに、もうやるしか

ない。田んぼ道の２週目が

終わる。少しペースが速す

ぎて、息がとてもあらい。

そんな時、「がんばれー」

と応えんしてくれる人がい

た。まだいけると思って、

最後の力をふりしぼった。 

H.H 君の作文より 

＜ ５年生の部を独走する H君、後ろは応援に一生懸命な下級生 H29.10.6 ＞ 
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１位 戸田　絢乃 分 １２ 秒 ５４ 新

２位 鈴木　伊織 分 ２９ 秒 ３６ 新

３位 渡邉　蒼太 分 ５１ 秒 ８０

４位 風間　比呂 分 ５２ 秒 ０６

５位 樟山　愛歩 分 ５９ 秒 ９８

１位 中地　　黎 分 ４５ 秒 ６６

２位 新國　蓮翔 分 ５３ 秒 ４４

３位 渡部　翔梨 分 ５４ 秒 ９２

１位 中川　俐央 分 ２６ 秒 ４２ 新

２位 鈴木　大雅 分 ３１ 秒 ２９ 新

３位 中川　摩央 分 ４４ 秒 ６３

４年 女子 １位 大原　奏歌 分 ３２ 秒 ４６

１位 平野　悠樹 分 ３３ 秒 ３２ 新

２位 工藤　瞳愛 分 １１ 秒 ０６

３位 太田　阜我 分 １２ 秒 ６２

１位 工藤　慎央 分 ５１ 秒 ６３

２位 須藤　陽平 分 １０ 秒 ４９

３位 弦弓奈々未 分 １０ 秒 ３３
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＜ はじめにサツマイモの弦や葉を除去する H29.10.12 ＞ 

＜ 「ひなたぼっこ」前での鼓笛演奏のようす H29.9.29 ＞ 

＜ 黄金色に実った稲穂の前を胸をはって堂々と行進 ＞ 

快晴の下、鼓笛パレード！ 

 当初９月２８日に予定していた交通安全

鼓笛パレードでしたが、あいにく前日からの

雨模様。午後になっても雲に覆われました。 

しかし、翌２９日は快晴！６年生にとって

は、最後の鼓笛演奏が、賑やかに華やかに繰

り広げられていきました。 

 今年は、上利根川の青木商店前をスタート

し、小出、高木と回るコース。途中には居宅

介護支援事業所「ひなたぼっこ」が位置する

ことから、今年は通所されているお爺ちゃん

お婆ちゃん方の前でも鼓笛演奏を披露する

ことにしました（併せて、トイレ休憩もさせ

ていただきました）。演奏が終わると大きな

拍手とお土産までいただき、心温まる優しい

一時を過ごすことができました。 

 運営をサポートしていただいた交通安全

協会、母の会、警察署の皆様。また、沿道で

たくさんの拍手を送っていただいた地域、 

そして保護者の皆様、本当にありがとうござ

いました。心より感謝申し上げます。 

収穫の秋、サツマイモ掘り！ 

 10 月 12 日（木）、姥堂子ども園の年長さん

13 名をお招きし、１・２年生がサツマイモ掘り

を行いました。 

 はじめに、農業科支援員の手代木洋次さんと

手代木隆夫さんから、作業の手順をお聞きし、

早速、葉や弦を取り除く作業です。支援員さん

に茎の根元を鎌で切って頂くと、子どもたちは

我先にと手を伸ばしていきます。いつも感心す 

 ることですが、姥堂の子どもたちは、手や服が汚れることを厭いません。都会では、虫を怖がり触れ

ない子が増えているとも聞きますが、「この畑には、オケラがいっぱいいるんだよ。」と嬉しそうに見

せてくれる子どもたち。喜多方の大自然の中で、なかよく、たくましく、健やかに成長しているよう

です。作業を進める中で、洋次さんから作物を育てるコツをお聞きしました。「肥料を与えた方がいい

ものもあれば、与えない方がいいものもある」。個性豊かな子どもたちの教育にも相通ずるものがある

ように思いました。また一つ、農業科の奥深さを感じました。 


